
政
教
分
離
原
則
の
脱
法
行
為
（
一
）

後
藤
　
光
　
男

一二三四

序
　
説

憲
法
上
の
脱
法
行
為
論
（
以
上
本
号
）

政
教
分
離
原
則
の
脱
法
行
為

む
す
び

一
　
序
　
説

　
近
代
憲
法
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
信
教
の
自
由
の
保
障
を
含
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
宗
教
の
自
由
（
良
心
の
自
由
）
の
獲
得
が

近
代
憲
法
制
定
の
重
要
な
動
因
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
の
自
由
の
保
障
は
つ
ね
に
同
じ
権
利
の
内
容
が
保
障
さ
れ
て
き

た
わ
け
で
は
な
い
し
、
つ
ね
に
政
教
分
離
を
と
も
な
う
と
い
う
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
保
障
の
類
型
・
強
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
支
配

的
イ
デ
ナ
戸
ギ
ー
で
あ
る
宗
教
と
国
家
と
の
結
び
つ
き
の
関
係
、
あ
る
い
は
、
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の
徹
底
性
の
度
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
条
件
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
宗
教
的
自
由
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
信
仰
の
自
由
の
保
障
だ
け
の
憲
法
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
し

て
、
さ
ら
に
政
教
分
離
を
定
め
る
憲
法
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
の
政
教
分
離
が
憲
法
的
原
理
と
し
て
最
初
に
定
着
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
に
お
い
て
で
あ
る
。
一
七
八
九
年
に
発
議
さ
れ
一
七
九
一
年
に
確
定
し
た
合
衆
国
憲
法
修
正
一
条
に
お
い
て
、
「
連
邦
議
会
は
法
律
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

よ
り
、
国
教
の
樹
立
を
規
定
し
、
も
し
く
は
信
教
上
の
自
由
な
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
。
わ
が
国
も
、
こ
の
ア
メ

リ
カ
の
政
教
分
離
方
式
を
忠
実
に
憲
法
化
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
宗
教
的
自
由
に
関
す
る
憲
法
保
障
方
式
の
間
に
は
、
量
的
増
大
の
問

題
を
こ
え
た
質
的
な
相
違
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
日
本
国
憲
法
の
規
定
を
み
る
と
、
個
人
の
信
仰
の
自
由
の
保
障
（
二
〇
条
一
項
後
段
「
信
教
の
自
由
は
、
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。
」

二
〇
条
二
項
「
何
人
も
、
宗
教
上
の
行
為
、
祝
典
、
儀
式
又
は
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い
。
」
）
に
加
え
て
、
政
治
と
宗
教
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
国
家
の
非
宗
教
性
の
原
則
を
採
用
し
、
詳
細
な
規
定
を
お
い
て
（
二
〇
条
一
項
後
段
「
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
、
国
か
ら
特
権
を
受

け
、
又
は
政
治
上
の
権
力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
二
〇
条
三
項
「
国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗
教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も
し
て
は
な
ら

な
い
。
」
八
九
条
「
公
金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組
織
若
し
く
は
団
体
の
使
用
、
便
益
若
し
く
は
維
持
の
た
め
、
…
…
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は

そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
）
、
厳
格
な
政
教
分
離
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ω
国
教
の
禁
止
及
び
国
に
よ
る
特
定
宗
教
団

体
へ
の
特
権
付
与
が
禁
止
さ
れ
、
②
宗
教
団
体
が
「
政
治
上
の
権
力
」
を
行
使
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
㈹
国
や
国
の
機
関
に
よ
る
宗
教

活
動
が
禁
止
さ
れ
、
ω
公
金
の
宗
教
上
の
組
織
・
団
体
へ
の
支
出
が
禁
止
さ
れ
る
。

　
政
教
分
離
に
は
、
狭
義
の
信
教
の
自
由
の
保
障
に
は
鼻
曲
さ
れ
な
い
独
自
の
意
義
が
存
在
す
る
。
政
教
結
合
に
よ
る
間
接
的
な
強
制
的

圧
力
か
ら
の
自
由
こ
そ
が
、
狭
義
の
信
教
の
自
由
に
加
え
て
政
教
分
離
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
教
分
離
条
項
は
、

狭
義
の
信
教
の
自
由
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
「
こ
の
保
障
を
よ
り
全
か
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
こ
れ
に
附
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
狭
義
の
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政教分離原則の脱法行為（一）
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宗
教
の
自
由
を
強
化
な
い
し
拡
大
す
る
人
権
保
障
条
項
で
あ
る
し
と
把
握
で
き
る
。
こ
う
し
て
、
政
教
分
離
条
項
は
、
独
自
に
保
障
す
る

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

人
権
の
領
域
を
与
え
ら
れ
る
。
政
教
分
離
条
項
は
、
狭
義
の
宗
教
の
自
由
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
範
囲
を
こ
え
る
新
た
な
国
家
権
力
の
行

使
の
制
限
範
囲
（
限
界
）
を
も
ち
来
た
ら
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
宗
教
の
自
由
の
保
障
範
囲
を
画
定
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
狭
義
の
信
教
の
自
由
の
侵
害
に
つ
い
て
は
、
〈
強
制
〉
の
要
素
の
立
証
が
必
要
と
な
る
が
、
政
教
分
離
の
侵
害
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

強
制
の
要
素
は
必
要
と
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
政
教
分
離
の
把
握
の
仕
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
一
つ
の
総
体
と
し
て
の
信
教
の
自
由
に
関
す

る
条
項
は
、
狭
義
の
信
教
の
自
由
（
信
仰
の
自
由
条
項
）
と
広
義
の
信
教
の
自
由
（
政
教
分
離
条
項
）
を
内
容
と
し
、
両
者
と
も
間
接
的

保
障
で
な
く
直
接
的
保
障
で
あ
り
、
制
度
的
保
障
で
は
な
く
人
権
保
障
で
あ
る
。
た
だ
両
者
は
保
障
の
「
角
度
」
が
異
な
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
二
つ
の
異
な
る
侵
害
形
態
か
ら
の
保
障
で
あ
る
。
信
仰
の
自
由
条
項
は
強
制
に
よ
る
侵
害
か
ら
の
保
障
で
あ
り
、
政
教
分
離
条
項
は

国
家
的
関
与
に
よ
る
侵
害
か
ら
の
保
障
で
あ
る
。
前
者
の
条
項
違
反
は
「
強
制
」
の
契
機
に
よ
っ
て
生
じ
、
後
者
の
条
項
違
反
は
「
関
与
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
契
機
に
よ
っ
て
生
じ
る
。

　
か
く
し
て
、
政
教
分
離
を
人
権
保
障
条
項
と
捉
え
る
説
は
、
国
家
と
宗
教
の
結
合
に
よ
り
、
間
接
的
な
強
制
的
圧
力
を
う
け
た
こ
と
を
、

あ
る
い
は
、
国
家
的
「
関
与
」
の
契
機
を
立
証
で
き
る
個
人
に
は
、
国
の
行
為
の
分
離
原
則
違
反
の
宣
言
、
な
い
し
は
、
当
該
行
為
の
差
止

を
求
め
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
政
教
分
離
を
以
上
の
よ
う
に
把
握
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
教
分
離
原
則
の
法
的
性
格
か
ら
い
っ
て
、
「
政
教
分
離
違
反
を
理
由
に
訴

訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
、
当
該
国
家
行
為
が
同
時
に
個
人
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
場
合
（
た
と
え
ば
公
立
学
校
に
お
け
る
宗
教
教
育

は
、
政
教
分
離
違
反
で
あ
る
と
同
時
に
宗
教
教
育
を
直
接
に
受
け
た
児
童
等
の
信
教
の
自
由
を
侵
害
す
る
）
に
は
と
も
か
く
と
し
て
、
政
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・
・
…
、
、
・
・
、
・
・
、
、
・
、
、
　
、
、
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、
、
・
、
…
、
・
…
（
5
）

教
分
離
違
反
行
為
の
み
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
裁
判
で
争
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
捉
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

方
は
政
教
分
離
の
意
義
を
希
薄
化
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
訴
訟
形
態
な
い
し
争
訟
手
段
の
貧
困
性
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
民
と
し
て
と
う
て
い
見
逃

す
こ
と
の
で
き
な
い
国
の
政
教
分
離
原
則
違
反
の
違
法
な
行
政
措
置
・
財
政
措
置
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
行
政
上
の
違

法
・
不
当
を
是
正
す
る
争
訟
手
段
が
、
実
定
法
上
十
分
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
の
民
主
的
統
制
と
い
う
制
度
が
必
ず
し
も
十
分
で

な
い
こ
と
と
関
連
し
て
、
憲
法
学
・
行
政
法
学
上
、
大
い
に
問
題
と
さ
れ
批
判
さ
れ
る
べ
ぎ
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
途
論
ず
る
と
し
て
、
宗
教
的
自
由
は
、
近
代
憲
法
思
想
史
上
、
全
人
権
の
中
核
的
地
位
を
占
め
る
も
の
で
あ

る
が
、
政
教
分
離
原
則
の
侵
犯
は
、
長
期
的
視
野
で
み
れ
ば
、
人
権
保
障
の
枠
組
を
根
底
か
ら
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
原
理
の
害

悪
は
絶
大
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
政
教
分
離
原
則
違
反
の
行
為
は
、
そ
の
第
一
歩
に
お
い
て
阻
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。

　
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
政
教
分
離
原
則
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
権
力
は
政
治
支
配
の
た
め
に
宗
教
を
有
用
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を

放
棄
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
支
配
的
な
宗
教
を
使
っ
て
政
治
目
的
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
残
存
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
国
家
神
道
の
色
彩
の
行
為
が
様
々
に
復
活
強
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
み
て
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、

戦
前
に
、
実
質
的
な
宗
教
の
自
由
が
存
在
せ
ず
、
国
家
的
な
統
一
宗
教
で
あ
る
国
家
神
道
が
、
国
民
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
統
一
す
る
た
め

の
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
た
め
に
、
戦
後
、
G
H
Q
の
神
道
指
令
、
及
び
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
根

本
的
変
革
を
へ
た
は
ず
の
現
在
に
お
い
て
も
、
統
治
機
関
と
神
社
神
道
が
ゆ
着
す
る
傾
向
が
残
存
し
て
お
り
、
政
教
分
離
原
則
に
関
す
る

憲
法
問
題
が
生
じ
が
ち
で
あ
る
。



政教ク｝麟［』京貝uび二）肛9色法fテズ訂　（一）

　
「
九
八
五
年
八
月
に
は
、
政
府
は
閣
僚
の
靖
国
神
社
「
公
式
参
拝
」
を
容
認
す
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
憲
法
の
政
教
分

離
原
則
は
危
殆
に
瀕
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
閣
僚
の
「
公
式
参
拝
」
の
容
認
↓
天
皇
の
公
式
参
拝
↓
靖
国
国
営
化
へ
の

途
は
、
日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理
が
集
中
的
に
危
う
く
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
最
重
要
の
国
民
的
憲
法
課
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
日
本
に
お
い
て
政
教
分
離
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
普
遍
的
な
人
権
、
平
和
、
主
権
の
確
立
と
密
接
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
日
ま
で
、
い
く
つ
か
の
政
教
分
離
を
め
ぐ
る
裁
判
、
例
え
ば
、
津
地
鎮
祭
違
憲
訴
訟
、
殉
職
自
衛
官
合
祀
違
憲
訴
訟
、
箕
面

忠
魂
碑
違
憲
訴
訟
、
慰
霊
祭
参
列
違
憲
訴
訟
、
玉
串
料
公
費
支
出
違
憲
訴
訟
、
靖
国
神
社
公
式
参
拝
決
議
違
憲
訴
訟
、
長
崎
忠
魂
碑
違
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

訴
訟
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
問
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、
国
民
の
信
教
の
自
由
を
侵
す
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
国
憲
法
の
基
調
そ
の
も
の
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

特
徴
的
な
の
は
、
裁
判
の
多
く
は
地
方
政
治
行
政
と
神
社
神
道
と
の
関
係
で
生
じ
て
お
り
、
行
政
に
よ
る
政
教
分
離
違
反
の
違
憲
行
為
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

き
わ
め
て
巧
妙
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
脱
法
行
為
と
い
う
法
現
象
で
あ
る
。

　
か
つ
て
、
有
倉
遼
吉
教
授
は
、
「
憲
法
秩
序
の
保
障
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
さ
い
に
、
公
法
⊥
の
脱
法
行
為
の
危
険
性
に
つ
い
て
次
の

ご
と
く
指
摘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
国
会
、
内
閣
、
裁
判
所
を
担
う
公
務
員
の
憲
法
意
識
や
憲
法
感
覚
が
接
近
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
違

憲
行
為
に
対
す
る
抑
制
機
能
は
鈍
化
す
る
。
現
に
日
本
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
み
ら
れ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
と
対
応
し
て
、
違

憲
行
為
そ
の
も
の
が
き
わ
め
て
巧
妙
に
な
っ
て
ゆ
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
合
憲
の
外
形
を
よ
そ
お
う
実
質
的
違
憲
行
為
、
す
な
わ
ち
憲
法

上
の
脱
法
行
為
と
も
い
う
べ
き
現
象
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
脱
法
行
為
は
、
形
式
的
に
は
合
憲
と
み
え
る
行
為
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
表
面
に
お
け
る
合
憲
性
に
よ
っ
て
実
質
に
お
け
る
違
憲
性
が
お
お
わ
れ
る
結
果
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
等
質
化
し
た
国
家
機
関
間
に
お

い
て
違
憲
性
が
お
お
わ
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
反
体
制
側
の
国
民
の
監
視
を
さ
え
ま
ぬ
が
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
の
意
味
で
、
外
形
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（
8
）

上
す
で
に
違
憲
の
疑
い
の
あ
る
行
為
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
悪
質
な
違
憲
行
為
で
あ
る
と
も
い
え
る
し
と
。

本
稿
で
は
、
こ
の
脱
法
行
為
に
つ
い
て
、
政
教
分
離
原
則
と
の
関
係
で
問
題
点
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

　
（
1
）
　
宮
沢
俊
義
編
・
世
界
憲
法
集
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。

　
（
2
）
　
横
旧
耕
一
「
信
教
の
自
由
の
問
題
状
況
」
ピ
四
≦
ω
。
げ
0
9
一
九
八
二
年
四
六
号
一
一
頁
。

　
（
3
）
　
拙
稿
「
政
教
分
離
と
信
教
の
自
由
の
原
則
」
早
稲
田
法
学
会
誌
三
三
巻
（
一
九
八
三
年
）
一
四
一
頁
。

　
（
4
）
　
土
屋
英
雄
「
忠
魂
碑
の
た
め
の
市
有
地
貸
与
と
政
教
分
離
」
時
岡
弘
編
・
人
権
の
憲
法
判
例
第
四
集
（
成
文
堂
、
一
九
八
四
年
）
一
一
〇
吊
身

　
　
　
照
。

　
（
5
）
　
戸
波
江
平
「
自
由
権
規
制
の
基
準
と
方
法
」
野
中
俊
彦
n
江
橋
崇
一
1
浦
部
法
上
n
戸
波
江
二
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
憲
法
裁
判
（
日
本
評
論
社
、
一
九

　
　
　
八
六
年
）
四
三
頁
、
傍
点
引
用
者
。

　
（
6
）
　
今
村
嗣
夫
「
精
神
的
自
由
と
憲
法
訴
訟
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
憲
法
と
平
和
保
障
』
二
六
八
頁
。

　
（
7
）
　
筆
者
は
以
前
に
「
行
政
に
よ
る
政
教
分
離
原
則
の
脱
法
行
為
」
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
（
長
崎
県
立
国
際
経
済
大
学
論

　
　
　
集
一
九
巻
三
号
〔
一
九
八
六
年
〕
三
四
九
頁
以
下
）
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
加
筆
・
補
正
を
加
え
て
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
若
干
重
復
す
る
部
分
が
あ

　
　
　
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
ぎ
た
い
。

　
（
8
）
　
有
倉
遼
吉
・
憲
法
秩
序
の
保
障
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
目
一
〇
頁
。
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二
　
憲
法
上
の
脱
法
行
為
論

　
戦
前
に
お
い
て
は
、
神
社
神
道
の
国
教
的
地
位
は
、
「
神
社
神
道
は
宗
教
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
命
題
の
も
と
に
、
明
治
憲
法
に
お
け
る
信

教
の
自
由
保
障
と
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
神
社
へ
参
拝
す
る
こ
と
は
「
臣
民
タ
ル
ノ
義
務
」
で
あ
る
と
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
旧
憲
法
下
に
お
い
て
は
、
本
質
を
偽
装
し
て
国
民
の
宗
教
の
自
由
を
圧
迫
し
て
い
た
。
神
社
神
道
は
宗
教
学
上
の
宗
教



政教分離原則の脱法行為（一）

で
あ
り
、
か
つ
憲
法
学
上
の
宗
教
に
該
当
す
る
。
神
社
「
非
宗
教
」
論
は
成
立
す
る
余
地
が
な
い
。

　
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
津
地
鎮
祭
控
訴
審
判
決
の
説
得
的
な
論
旨
が
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
判
決
は
神
社
神
道
の
宗
教
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
つ
い
て
、
ω
神
社
神
道
の
特
質
、
働
神
社
神
道
に
お
け
る
祭
祀
の
意
義
、
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
、
次
の
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

　
㈹
憲
法
二
〇
条
に
い
う
宗
教
の
意
義

　
憲
法
二
〇
条
に
い
う
「
宗
教
」
と
は
、
同
条
各
項
に
よ
り
多
少
広
狭
の
差
は
あ
る
が
、
同
条
の
立
法
趣
旨
及
び
目
的
に
照
ら
し
て
考
・
兄

れ
ば
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
広
く
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
敢
え
て
定
義
づ
け
れ
ば
、
憲
法
で
い
う
宗
教
と
は
「
超
自
然
的
、
超

人
間
的
本
質
（
す
な
わ
ち
絶
対
者
、
造
物
主
、
至
高
の
存
在
等
、
な
か
ん
ず
く
神
、
仏
、
当
意
）
の
存
在
を
確
信
し
、
畏
敬
崇
拝
す
る
心

情
と
行
為
」
を
い
い
、
個
人
的
宗
教
た
る
と
、
集
団
的
宗
教
た
る
と
、
は
た
ま
た
発
生
的
に
自
然
的
宗
教
た
る
と
、
創
唱
的
宗
教
た
る
と

を
問
わ
ず
、
す
べ
て
こ
れ
を
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
限
定
的
に
解
釈
し
、
個
人
的
宗
教
の
み
を
指

す
と
か
、
特
定
の
教
義
、
教
典
を
も
ち
、
か
つ
教
義
の
伝
道
、
信
者
の
教
化
育
成
等
を
目
的
と
す
る
成
立
宗
教
の
み
を
宗
教
と
解
す
べ
き

で
は
な
い
。

　
ω
神
社
神
道
は
宗
教
で
あ
る

　
か
か
る
観
点
か
ら
こ
れ
を
考
え
れ
ば
、
た
と
え
神
社
神
道
が
祭
祀
中
心
の
宗
教
で
あ
っ
て
、
自
然
宗
教
的
、
民
族
宗
教
的
特
色
が
あ
っ

て
も
、
神
社
の
祭
神
（
神
霊
）
が
個
入
の
宗
教
的
信
仰
の
対
象
と
な
る
以
上
、
宗
教
学
上
は
も
と
よ
り
わ
が
国
法
上
も
宗
教
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
個
人
が
神
社
を
崇
敬
し
こ
れ
に
参
拝
す
る
の
は
、
神
社
の
建
造
物
や
神
職
に
対
し
て
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
背
後

に
あ
る
神
霊
す
な
わ
ち
超
人
聞
的
存
在
を
信
じ
て
こ
れ
に
礼
拝
す
る
の
で
あ
る
。
人
聞
と
超
人
閲
的
存
在
と
の
関
係
が
本
質
的
に
す
べ
て

宗
教
の
問
題
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
（
な
お
、
神
社
神
道
に
教
祖
、
教
義
、
教
典
が
な
く
、
歴
史
的
に
余
り
布
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教
伝
道
を
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
自
然
的
宗
教
に
由
来
す
る
通
有
性
で
あ
り
、
ま
た
、
わ
が
国
の
ほ
か
諸
外
国
に
普
及
し
な
か
っ
た

の
は
民
族
的
宗
教
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
宗
教
た
る
の
性
質
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
）
。

　
控
訴
審
判
決
は
神
社
神
道
の
宗
教
性
を
論
証
し
、
神
社
「
非
宗
教
」
論
を
否
定
し
て
お
り
、
妥
当
な
判
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
日
で
は
、
問
題
の
本
質
を
見
え
に
く
く
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
的
偽
装
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
中
平
健
吉
弁
護
士
は
、
「
神
社
は
宗

教
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
命
題
に
よ
っ
て
国
民
を
欺
く
こ
と
を
本
質
的
な
偽
装
と
い
い
、
今
日
で
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
何
人
も
欺
く
こ
と
が

で
き
な
い
が
ゆ
え
に
、
神
社
は
方
法
的
偽
装
を
採
用
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
地
方
議
会
の
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
」
の
請
願
決
議
の
ご
と

き
民
主
的
手
続
を
方
法
と
す
る
偽
装
、
あ
る
い
は
、
殉
職
自
衛
官
合
祀
事
件
に
お
け
る
隊
友
会
と
の
共
同
行
為
の
ご
と
き
ダ
、
・
・
1
利
用
を

そ
の
偽
装
の
典
型
と
し
て
あ
げ
ら
れ
（
最
高
裁
津
地
鎮
祭
判
決
に
も
か
か
る
誰
弁
が
あ
る
）
、
こ
の
方
法
的
偽
装
は
一
応
形
式
論
理
的
に

は
整
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
地
方
議
会
の
議
決
、
隊
友
会
名
儀
の
合
祀
申
請
の
ご
と
く
）
が
ゆ
え
に
、
問
題
の
本
質
が
見
え
に
く
く
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

れ
を
論
破
す
る
こ
と
に
困
難
が
伴
う
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
本
稿
で
、
こ
の
方
法
的
偽
装
を
「
脱
法
行
為
」
と
い
う
概

念
で
分
析
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
憲
法
上
の
明
文
の
規
定
に
直
接
違
反
す
る
行
為
は
違
憲
行
為
と
呼
ば
れ
、
憲
法
秩
序
を
正
面
か
ら
積
極
的
に
崩
壊
さ
せ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
憲
法
上
の
明
文
の
規
定
に
直
接
違
反
し
な
い
方
法
に
よ
っ
て
、
終
局
的
に
、
憲
法
規
定
に
違
反
す
る
事
項
を
実
現
す
る
行
為
が
あ
る
。

こ
れ
が
憲
法
上
の
脱
法
行
為
で
あ
る
。
脱
法
行
為
は
違
憲
行
為
と
は
そ
の
類
型
を
異
に
す
る
が
、
そ
の
実
際
上
の
目
的
に
お
い
て
は
同
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

で
あ
る
。
こ
れ
は
憲
法
秩
序
の
背
後
か
ら
挑
み
、
憲
法
を
崩
壊
さ
せ
る
悪
質
な
行
為
で
あ
る
。

　
脱
法
行
為
と
い
う
言
葉
は
通
常
民
法
で
用
い
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
脱
法
行
為
と
は
強
行
法
規
の
禁
止
を
潜
脱
す
る
行
為
で
あ
る
。
た

だ
、
そ
れ
は
明
文
の
禁
止
規
定
に
形
式
的
に
は
直
接
違
反
し
て
い
な
い
が
、
実
質
的
に
は
明
文
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
こ
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政教分離原則の脱法行為（一）

と
で
あ
っ
て
、
違
法
行
為
の
一
種
で
あ
り
一
変
型
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
脱
法
行
為
は
当
然
に
無
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
憲
法
上
の
脱
法
行
為
も
、
憲
法
規
定
の
禁
止
を
潜
脱
す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
は
形
式
的
に
は
明
文
の
禁
止
規
定
に
直
接
違
反
し
な
い

行
為
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
質
的
に
は
憲
法
規
定
に
違
反
t
て
い
る
行
為
で
あ
り
、
違
憲
行
為
の
一
種
で
あ
り
一
変
型
で
あ
る
に
す

ぎ
な
い
。
「
憲
法
上
妥
当
な
る
手
段
に
よ
る
な
ら
ば
あ
る
違
憲
な
事
項
を
実
現
で
き
な
い
場
合
に
、
憲
法
上
の
明
文
の
規
定
に
直
接
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
］
）

違
反
し
な
い
他
の
手
段
に
よ
り
、
結
局
は
そ
の
違
憲
な
事
項
を
事
実
上
実
現
す
る
行
為
で
あ
る
。
」
憲
法
上
の
脱
法
行
為
は
民
法
で
用
い

ら
れ
る
脱
法
行
為
と
異
な
っ
た
特
殊
な
問
題
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
た
だ
憲
法
上
の
脱
法
行
為
の
特
殊
性
を
あ
げ
れ
ば
、
行
為
の

主
体
に
関
す
る
特
殊
性
で
あ
る
。
近
代
憲
法
の
機
能
は
、
国
民
の
権
利
・
自
由
の
保
障
と
民
主
主
義
的
政
治
体
制
の
確
保
の
た
あ
に
国
家

権
力
を
規
制
す
る
こ
と
に
あ
る
。
従
っ
て
、
憲
法
上
の
脱
法
行
為
の
主
体
は
、
憲
法
上
の
国
家
機
関
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
（
例

え
ば
、
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
、
行
政
機
関
で
あ
る
内
閣
、
司
法
機
関
で
あ
る
裁
判
所
、
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
と
し
て
の
地

方
議
会
、
な
ら
び
に
、
そ
の
長
な
ど
）
の
法
的
行
為
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
有
蓋
遼
吉
教
授
は
、
前
述
の
『
憲
法
秩
序
の
保
障
』
に
お
い
て
、
憲
法
保
障
機
能
を
く
も
ら
す
脱
法
行
為
的
な
も
の
と
し
て
、
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

う
な
例
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
ω
立
法
行
為
に
つ
い
て

　
立
法
行
為
に
よ
る
脱
法
行
為
の
典
型
的
な
例
は
破
壊
活
動
防
止
法
七
条
に
み
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
同
条
に
よ
る
と
、
暴
力
主
義
的
破
壊

活
動
を
行
っ
た
団
体
が
「
継
続
又
は
反
覆
し
て
将
来
さ
ら
に
団
体
の
活
動
と
し
て
暴
力
主
義
的
破
壊
活
動
を
行
う
明
ら
か
な
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
る
に
足
り
る
十
分
置
理
由
が
あ
り
、
且
つ
、
第
五
条
理
一
項
の
処
分
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
お
そ
れ
を
有
効
に
除
去
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
団
体
に
対
し
て
、
解
散
の
指
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
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「
解
散
の
指
定
」
は
、
一
種
の
確
認
行
為
で
あ
っ
て
、
解
散
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
当
該
団
体
に
貼
付
す
る
だ
け
で
、
解
散
命
令
と
は
異
な

り
、
団
体
が
解
散
し
て
解
消
す
る
や
否
や
は
こ
の
法
律
の
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
解
散
の
指
定
を
受

け
た
場
合
に
は
、
解
散
命
令
と
ほ
と
ん
ど
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
解
散
命
令
と
い
う
直
接
手
段
を
避
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、
憲
法
の

規
定
す
る
結
社
の
自
由
、
団
結
権
の
保
障
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
解
散
の
指
定
」
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
合
憲
性
を
よ
そ
お
い

つ
つ
、
解
散
命
令
と
い
う
違
憲
の
疑
い
あ
る
手
段
を
用
い
た
の
と
同
じ
結
果
を
狙
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
脱
法
行
為
性
が
み
ら
れ
る
。

　
②
行
政
行
為
に
つ
い
て

　
こ
こ
に
行
政
行
為
と
は
、
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
行
政
処
分
と
い
う
意
味
に
か
ぎ
ら
ず
、
行
政
権
の
行
為
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ

る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
行
政
行
為
に
よ
る
脱
法
行
為
の
例
と
し
て
、
道
路
交
通
法
違
反
事
件
に
関
す
る
昭
和
四
〇
年
一
月
二
三
日
東
京

地
方
裁
判
所
判
決
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
事
案
は
、
被
告
人
ら
が
所
轄
警
察
署
長
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
東
京
の
有
楽
町
駅
前
の

交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
に
お
い
て
、
印
刷
物
を
交
付
し
た
事
実
に
対
し
て
、
検
察
官
が
、
道
路
交
通
法
第
七
七
条
第
一
項
第
四
号
．
第

二
九
条
第
一
二
号
、
東
京
都
道
路
交
通
規
則
第
一
四
条
第
八
号
を
適
用
し
て
公
訴
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
道
路
交
通
法
嗣
七
七
条
町

一
項
は
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
老
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
行
為
に
つ
い
て
当
該
行
為
に
係
る
場
所
を
管
轄
す

る
警
察
署
長
の
許
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
そ
の
第
一
号
な
い
し
第
三
号
に
そ
れ
ぞ
れ
許
可
を
要
す
る
諸
行
為
を
か
か
げ
る

ほ
か
、
第
四
号
に
お
い
て
「
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
道
路
に
お
い
て
祭
礼
行
事
を
し
、
又
は
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
等
一
般
交

通
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
通
行
の
形
態
若
し
く
は
方
法
に
よ
り
道
路
を
使
用
す
る
行
為
又
は
道
路
に
人
が
集
ま
り
一
般
交
通
に

著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
行
為
で
、
公
安
委
員
会
が
、
そ
の
土
地
の
道
路
又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止

し
、
そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
必
要
と
認
め
て
定
め
た
も
の
を
し
ょ
う
と
す
る
者
」
を
定
め
、
東
京
都
道
路
規
則
第
一
四
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条
は
、
同
法
の
右
委
任
に
基
づ
き
署
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
行
為
の
一
つ
を
「
ハ
　
交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
に
お
い
て

…
…
物
を
…
…
交
付
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
判
決
は
、
被
告
人
ら
の
印
刷
物
交
付
行
為
は
、
警
察
署
長
の
要
許
可
事

項
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。
法
は
「
道
路
に
人
が
集
ま
り
一
般
交
通
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」

と
い
う
限
定
を
も
っ
て
規
則
に
委
任
し
て
い
る
＝
畢
を
も
っ
て
、
す
で
に
要
許
可
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
明
白
な
事
理
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
、
検
察
官
が
あ
え
て
起
訴
に
ふ
み
切
っ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。
検
察
官
の
主
観
的
意
図
は
と

も
あ
れ
、
客
観
的
に
み
れ
ば
、
道
路
交
通
の
秩
序
維
持
と
い
う
名
義
の
下
に
、
表
現
の
自
由
を
侵
害
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
の
批
判
を
ま

ぬ
か
れ
な
い
。
行
政
行
為
に
よ
る
脱
法
行
為
と
評
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
「
立
法
行
為
と
行
政
行
為
に
よ
る
憲
法
上
の
脱
法
行
為
の
例
を
あ
げ
た
が
、
そ
れ
は
違
憲
行
為
が
し
だ
い
に
巧
妙
と
な
り
、
智
能
犯
化

し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
そ
の
危
険
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
他
に
憲
法
上
の
脱
法
行
為
の
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
七
月
八
日
の
い
わ
ゆ
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
に
基
づ

い
て
制
定
さ
れ
た
警
察
予
備
隊
が
あ
げ
ら
れ
る
。
警
察
予
備
隊
は
形
式
上
は
国
内
の
治
安
維
持
に
あ
た
る
警
察
力
で
あ
っ
て
合
憲
な
存
在

で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
警
察
力
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
戦
力
で
あ
っ
て
、
憲
法
九
条
二
項
に
違
反
し
て
い
る
違
憲
の
存
在
で
あ
る
。
同
条

同
項
の
禁
止
す
る
戦
力
を
設
置
し
た
政
府
の
行
為
が
、
ま
さ
に
脱
法
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
公
安
条
例
の
例
も
あ
る
。
公
安
条
例
の
立
法

趣
旨
は
、
思
想
表
現
の
自
由
や
勤
労
者
の
団
体
行
動
権
の
規
制
で
あ
り
、
憲
法
二
一
条
二
項
の
「
検
閲
は
、
こ
れ
を
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
の
規
定
に
違
反
す
る
。
法
律
に
よ
っ
て
規
制
し
よ
う
と
す
れ
ば
違
憲
と
な
っ
て
不
成
立
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険
性
を
回
避

す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
っ
て
規
律
し
た
地
方
議
会
の
立
法
行
為
は
憲
法
二
一
条
二
項
の
脱
法
行
為
で
あ
る
。

　
政
教
分
離
原
則
の
脱
法
行
為
と
し
て
は
、
前
述
の
例
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
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か
つ
て
、
宮
崎
県
及
び
そ
の
県
内
各
市
町
村
で
、
護
国
神
社
奉
賛
会
に
対
し
、
自
治
省
あ
る
い
は
文
部
省
の
通
達
に
反
し
て
、
公
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

支
出
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
県
総
務
部
長
は
、
「
県
が
直
接
奉
賛
会
に
出
し
て
い
る
た
め
誤
解

を
招
い
て
い
る
よ
う
だ
。
い
わ
れ
て
み
れ
ぽ
た
し
か
に
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
形
は
護
国
神
社
の
あ
る
県
は
多
分
ほ
と
ん
ど
が
お

こ
な
っ
て
い
る
方
法
だ
。
県
が
遺
族
会
に
補
助
し
、
遣
族
会
が
神
社
へ
納
め
る
ル
ー
ト
に
す
れ
ぽ
、
護
国
神
社
の
大
祭
な
ど
は
維
持
で
き

る
と
思
う
。
そ
の
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
が
ま
さ
に
、
合
憲
の
外
形
を
よ
そ
お
う
実
質
的
な
違
憲

行
為
、
す
な
わ
ち
、
脱
法
行
為
と
い
う
べ
き
行
為
を
志
向
す
る
発
想
で
あ
る
。

　
津
地
鎮
祭
事
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
起
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
建
築
業
界
で
は
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
て
何

ら
か
の
宗
教
的
儀
式
を
や
ら
な
け
れ
ば
す
ま
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
場
合
の
費
用
を
工
事
費
の
な
か
に
含
め

て
国
・
地
方
自
治
体
に
請
求
し
た
ら
ど
う
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
は
憲
法
八
九
条
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
一
種
の
脱
法
行
為
的
な
発
想
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
行
政
側
の
対
応
は
、
地
鎮
祭
は
行
っ
て
も
い
い
が
費
用
は
支
出
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
今
日
で
は
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
の
問
題
が
あ
る
。
一
九
八
五
年
八
月
九
日
に
「
閣
僚
の
靖
国
神
社
参
拝
問
題
に
関
す

る
懇
談
会
」
（
官
房
長
官
の
私
的
諮
問
機
関
）
報
告
書
が
だ
さ
れ
、
八
月
一
五
日
に
首
相
ら
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝
が
実
現
し
た
。
閣
僚
に

よ
る
「
公
式
参
拝
」
に
つ
い
て
は
、
「
政
府
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
そ
の
他
の
国
務
大
臣
が
国
務
大
臣
と
し
て
の
資
格
で

靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
、
憲
法
二
〇
条
三
項
と
の
関
係
で
問
題
が
あ
る
と
の
立
場
で
一
貫
し
て
き
て
い
る
。
右
の
問
題
が
あ
る
と

い
う
こ
と
の
意
味
は
、
こ
の
よ
う
な
参
拝
が
合
憲
か
違
憲
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
、
政
府
と
し
て
は

違
憲
と
も
合
憲
と
も
断
定
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
参
拝
が
違
憲
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
な
お
否
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
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る
。
そ
こ
で
政
府
と
し
て
は
従
来
か
ら
事
柄
の
性
質
上
慎
重
な
立
場
を
と
り
、
国
務
大
臣
と
し
て
の
資
格
で
靖
国
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
差
し
控
え
る
こ
と
を
一
貫
し
た
方
針
と
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
し
と
し
て
、
内
閣
法
制
局
は
違
憲
の
疑
い
を
否
定
で
き
な
い
と
し
て

い
た
（
一
九
八
○
年
一
一
月
十
七
日
の
政
府
統
一
見
解
）
。
こ
の
政
府
統
一
見
解
を
破
っ
て
、
そ
の
設
置
に
法
的
根
拠
の
な
い
「
懇
談
会
」

の
答
申
を
根
拠
に
公
式
参
拝
が
強
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
懇
談
会
」
設
置
の
目
的
は
、
政
府
統
一
見
解
と
い
う
類
型
を
い
か
に
回

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

避
す
る
か
に
あ
っ
た
。

　
「
懇
談
会
」
報
告
書
は
津
地
鎮
祭
事
件
最
高
裁
判
決
を
参
考
と
し
て
、
憲
法
二
〇
条
三
項
の
「
宗
教
的
活
動
」
に
つ
い
て
概
ね
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

う
に
述
べ
て
い
る
。
「
い
わ
ゆ
る
政
教
分
離
原
則
は
信
教
の
自
由
を
制
度
的
に
確
保
す
る
た
め
の
原
則
で
あ
り
、
国
家
と
宗
教
と
の
か
か

わ
り
合
い
を
全
く
許
さ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
国
家
と
宗
教
と
の
か
か
わ
り
合
い
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
行
為
の
目
的
及
び
効

果
に
か
ん
が
み
、
そ
の
か
か
わ
り
合
い
が
社
会
的
、
文
化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
判
断

す
べ
き
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
憲
法
二
〇
条
三
項
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
な
い
国
及
び
そ
の
機
関
に
よ
る
宗
教
的
活
動
ま
た
は
宗
教

上
の
行
為
が
存
在
し
得
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
憲
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
判
決
を
基
本
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
最
高
裁
判
決
に
言
う
目
的
及
び
効
果
の
面
で
種
々
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
教
分
離
原
則
に
抵
触
し
な
い
何
ら
か
の

方
式
に
よ
る
公
式
参
拝
の
道
が
あ
り
得
る
と
考
え
る
。
政
府
は
こ
の
際
、
大
方
の
国
民
感
情
や
遺
族
の
心
情
を
く
み
、
政
教
分
離
原
則
に

関
す
る
憲
法
の
規
定
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
国
民
の
多
数
に
よ
り
支
持
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
何
ら
か
の
形
で
、
首
相

や
閣
僚
の
靖
国
神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
実
施
す
る
方
途
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
書
は
、
憲
法
の
禁
止
す
る
「
宗
教
的
活
動
」
に
該
当
し
な
い
「
公
式
参
拝
」
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
言
お
う
と
し
て
い
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

で
あ
り
、
政
府
統
一
見
解
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
く
補
充
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
統
一
見
解
を
骨
抜
ぎ
に
す
る
脱
法
行
為
的
手
法
が
　
ー



採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
具
体
的
参
拝
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
政
府
に
一
任
さ
れ
た
。
政
府
は
、
公
式
参
拝
の
形
式
に
つ
い
て
、
二

等
二
拍
手
一
拝
と
い
う
神
社
参
拝
の
拝
礼
の
形
式
を
採
用
せ
ず
、
本
殿
で
一
礼
す
る
と
い
う
形
式
に
か
え
て
宗
教
色
を
薄
め
、
ま
た
、
公

費
支
出
の
名
目
を
玉
ぐ
し
料
か
ら
供
花
料
に
か
え
て
、
形
式
上
合
憲
を
よ
そ
お
っ
た
が
、
公
式
参
拝
の
実
質
は
変
る
も
の
で
は
な
い
。
内

閣
総
理
大
臣
及
び
国
務
大
臣
は
、
憲
法
二
〇
条
三
項
に
い
う
国
の
機
関
で
あ
り
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
へ
参
拝
す
る
こ
と
は
同

条
同
項
の
禁
止
す
る
宗
教
的
活
動
に
該
当
す
る
。
ま
た
、
供
花
料
と
い
う
名
目
の
公
費
を
靖
国
神
社
に
支
出
す
る
こ
と
は
二
〇
条
一
項
の

特
権
付
与
に
該
当
し
、
八
九
条
の
公
金
支
出
禁
止
規
定
に
も
違
反
す
る
違
憲
行
為
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
「
憲
法
上
の
脱
法
行
為
」
に
つ
い
て
、
大
須
賀
明
教
授
は
そ
の
先
駆
的
な
業
績
の
な
か
で
次
の
よ
う
な
的
確
な
指
摘
を

さ
れ
て
い
る
。
「
憲
法
現
象
の
形
式
面
を
実
質
面
か
ら
分
離
す
る
と
い
う
観
念
的
な
操
作
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
実
質
に
お
け
る
違
憲
性

を
欺
冠
す
る
た
め
の
操
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
憲
法
上
の
脱
法
行
為
は
そ
れ
が
す
べ
て
国
家
行
為
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
操
作
は
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

家
権
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
家
権
力
が
国
民
を
欺
興
す
る
た
め
に
行
な
う
の
で
あ
る
。
」

　
脱
法
行
為
は
か
く
の
ご
と
き
国
民
を
欺
罪
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
憲
法
上
の
脱
法
行
為
論
は
、
憲
法
現
象
に
お
け
る
国
家
権
力
の

欺
購
性
を
指
摘
す
る
の
に
有
効
な
役
割
を
果
た
す
。
脱
法
行
為
と
い
う
違
憲
行
為
に
よ
る
憲
法
の
崩
壊
を
防
止
し
、
憲
法
の
正
し
い
姿
を

維
持
す
べ
き
努
力
を
す
る
の
は
、
国
民
の
義
務
で
あ
ろ
う
。
国
民
は
脱
法
行
為
と
い
う
違
憲
行
為
の
実
体
を
看
破
す
る
見
識
が
ま
す
ま
す

必
要
と
さ
れ
る
。
と
と
も
に
、
そ
の
違
憲
性
を
追
求
す
る
手
続
が
あ
る
か
と
い
う
手
続
法
的
側
面
の
検
討
が
必
要
と
さ
れ
る
。
以
下
、
政

教
分
離
原
則
に
し
ぼ
っ
て
、
各
国
家
機
関
の
脱
法
行
為
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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（
9
）
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
六
三
号
二
二
六
頁
以
下
参
照
。

（
1
0
）
　
中
平
健
吉
・
世
に
遣
わ
さ
れ
て
ー
キ
リ
ス
ト
者
の
社
会
参
与
1
（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
二
年
）
六
八
・
六
九
頁
参
照
。



（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
1
9
）

大
須
賀
明
「
憲
法
上
の
脱
法
行
為
と
警
察
予
備
隊
」
憲
法
論
（
敬
文
堂
、
一
九
八
三
年
）
四
七
頁
以
下
参
照
。

大
須
賀
明
・
前
掲
書
五
三
頁
。

有
倉
遼
吉
・
憲
法
秩
序
の
保
障
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
九
年
）
＝
頁
以
下
よ
り
引
用
。

有
倉
遼
吉
「
護
国
神
社
へ
の
公
金
支
出
」
憲
法
と
政
治
と
社
会
（
日
本
評
論
社
、
一
九
六
八
年
）
一
七
八
・
一
七
九
頁
参
照
。

野
中
俊
彦
1
1
江
橋
崇
1
1
浦
部
法
穂
1
1
戸
波
江
二
共
著
・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
憲
法
裁
判
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
六
年
）
五
四
・
五
五
頁
参
照
。

朝
日
新
聞
一
九
八
五
年
八
月
一
五
日
。

奥
平
康
弘
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
の
考
察
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
五
年
一
〇
月
号
八
頁
以
下
。

朝
日
新
聞
一
九
八
五
年
八
月
一
〇
日
。

大
須
賀
明
・
前
掲
書
六
一
頁
参
照
。

政教分離原則の脱法行為（一）
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